
フルートと尺八の合奏

５
月
号

　
　三原市中央公民館
　三原市円一町２丁目３番１号
　講座の申込先　　　中央公民館生涯学習課
　ＴＥＬ　０８４８－６４－２１３７

　　初めてのウクレレ
　全２回
　日程　１回目５月２０日(月）
　　　　　２回目６月１０日(月）
　場所 　資料室（２F）
　時間　　１３：３０～１５：３０
　定員　　大人　２０人
　参加費　　１００円
　締切り　　５月１６日(木)

　原文を読もう｢源氏物語｣
　(楽しく学ぼう雅の世界）
　全２回
　日程　１回目　５月１３日（月）
　　　　　　２回目　６月　３日
(月）
　場所　資料室（２F）
　時間　１３：３０～１５：３０
　定員　大人　２０人
　参加費　１００円

締切り 月 (金)

　 新しい風・生涯学習

　香りでココロすっきり体操
　
  日程　　５月１５日（水）
  場所　　第２･第３講座室
  時間　　１３：３０～１５：３０
  定員　　大人　２０人
 参加費　１００円
 締切り　 ５月１３日（月）

生活習慣病予防料理教室
　　　　（肥満）

　日程　　　５月２４日(金）
　場所　　　調理室（３F）
　時間　　　１０：００～１３：００
　定員　　　大人　２０人
　参加費　　６００円
　締切り　　５月１７日（金）
　

　　　　　　　　　　　６月の体験講座紹介
①５月と６月･･原文を読もう｢源氏物語｣
②古布でリメイク実用小物　　　　　⑥親子科学工作
③初めてのウクレレ　　　　　(連鎖型木製輪ゴム銃を作ろう）
④アンズでジャム作り
⑤　ガラス工芸

今年度初めての体験講座開催
マイビデオ講座

　
　　古布でリメイク実用小物
　(ティシュボックスカバー）

　日程　　６月５日(水）
　場所　　第２研修室（１F）
　時間　　１３：３０～１５：３０
　定員　　大人　２０人
　参加費　５００円
　締切り　　５月２７日(月)

　
お知らせコーナ (親子科学工作開催）

 中央公民館では、平成２３年度より広島商
船高等専門学校の先生を初め、生徒の皆
さんのお力をお借りし、定期的に親子科学
工作を楽しむ講座を設けています。
直近では、６月に連鎖型木製輪ゴム銃を作
ります。親子の講座を通してコミュニケー
ションを図っていただければ幸いです。６月
の広報にて紹介しますのでぜひご来館くだ
さい。

　何かをしたい！趣味を持たない
と！と思ったら公民館へ　ＧＯ・・
　桜の時期は、異動の時期であり冨
永相談員の後任として勤務いたしま
す広谷です。よろしくお願いします。
　「何か趣味を持たないと！」「仲間
と共通の話題を持ちたい！」「時間
の取れるようになった！」と考えて
おられたら、公民館へ！！
　市内の公民館・コミセンでは趣味、
教養、実技等の講座を開催しており
ます。何かを見つけることが出来る
かも。気軽に相談してください。

新任の挨拶

　

　４月１３日(土）今までになく好天に恵まれまし
たが、桜の花の７分は散ってなんとなく命の短
さに寂しさを感じる思いでした。　鮮やかなピン
クの花を咲かせる桃、緑の葉っぱの中にひとき
わ鮮明に咲く椿に心も癒されながら、残ってい
る桜にカメラをむけ、個性豊かな感性で撮影に
没頭されている姿は、またひときわ好天の中に
とけ込んでいました。心に残る撮影ができたで
しょうか？
　女性２人の参加でモデルを務め、めったにな
い経験に楽しさも倍増しました。又来年も良い
撮影を期待し棲真寺を跡にしました。



  

「
海
・山
・空
」 

夢
ひ
ら
く
ま
ち 

    
 

前
回
ま
で
「
ぶ
ら
り
三
原
寺
巡
り
」
を
連
載

し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
今
月
号
か
ら
、
私
た

ち
の
住
ん
で
い
る
地
域
の
名
前
の
由
来
に
つ
い

て
一
緒
に
考
え
て
み
よ
う
と
企
画
い
た
し
ま
し

た
。 

 
 

ち
ょ
っ
と
考
え
て
み
よ
う 

 
 
 

三
原
の
移
り
変
わ
り
を 

！ 
 

        

三
原
の
大
昔
の
海
岸
線
は
、
現
在
よ
り
ず
っ

と
陸
地
に
入
り
込
ん
で
い
た
と
思
わ
れ
ま
す
。  

 
 

 

農
耕
生
活
が
始
ま
る
と
、
水
や
農
地
に
恵
ま
れ

た
土
地
に
移
り
住
む
よ
う
に
な
り
、
古
墳
等
に

よ
り
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
本
格
的
な
発
展

は
、
室
町
時
代
頃
か
ら
で
、
小
早
川
隆
景
（
１
５

３
３
～
１
５
９
７
）
は
、
本
郷
新
高
山
城
か
ら
三

原
浦
に
城
を
移
し
（
１
５
６
７
）、
そ
の
周
辺
に
多

く
の
人
々
を
住
ま
わ
せ
（
現
東
町
）
城
下
町
が

造
ら
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。 

 
 

江
戸
時
代
に
な
る
と
、
沼
田
川
流
域
の
干
拓

が
進
め
ら
れ
、
頼
兼
新
開
や
宮
沖
新
開
な
ど
で
、

米
も
生
産
も
行
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

江
戸
時
代
の
末
期
に
な
る
と
、
宇
都
宮
龍
山

が
、
港
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
説
い
て
、
糸
崎

浜
松
に
港
が
築
か
れ
、
今
日
の
港
の
基
が
出
来

ま
し
た
。 

明
治
以
降
も
干
拓
が
進
め
ら
れ
、
皆
実
新

開
や
円
一
新
開
な
ど
が
造
ら
れ
て
い
き
ま
し
た
。

山
陽
本
線
が
開
通
す
る
と
、
糸
崎
駅
に
操
車
場

が
置
か
れ
、
糸
崎
港
は
特
別
輸
出
港
に
指
定
さ

れ
ま
し
た
。 

大
正
か
ら
昭
和
に
か
け
て
、
海
岸
の
埋
立
地

に
工
場
が
進
出
し
工
業
都
市
へ
と
変
っ
て
い
っ
た

の
で
す
。 

 
 

円
一
町
【え
ん
い
ち
ち
ょ
う
】 

○一 
「丸
の
中
に
横
一
」 

 

三
原
の
干
拓
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

の
は
江
戸
初
期
か
ら
で
、
そ
の
後
、
明
治
、

大
正
、
昭
和
と
続
け
ら
れ
、
円
一
町
付
近
は
、

明
治
十
一
（
１
８
７
８
）
年
の
干
拓
で
、
楢
崎

家
の
家
紋
が
、
「
丸
の
中
に
横
一
」
で
あ
っ
た

こ
と
か
ら
「
え
ん
い
ち
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。  

      

宮
沖
町
【
み
や
お
き
ち
ょ
う
】 

お
宮
の
沖
だ
か
ら
！ 

現
在
の
宮
浦
・皆
実･

宮
沖
一
帯
は
、
元
禄

十
三
（
１
７
０
０
）
年
に
、
百
二
十
町
歩
余
の

新
開
に
開
か
れ
た
土
地
で
あ
り
ま
す
。 

西
の
宮
（
現
在
の
三
原
八
幡
宮
）
の
沖
に

あ
た
る
と
こ
ろ
か
ら
宮
沖
新
開
と
名
付
け

ら
れ
ま
し
た
。 

沼
田
川
か
ら
用
水
を
引
き

麦
、
綿
な
ど
の
栽
培
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。 

干
拓
に
ま
つ
わ
る
、
甚
五
郎
松
の
言
い
伝

え
は
有
名
で
、
現
在
、
円
一
町
に
は
甚
五
郎

神
社
が
あ
り
ま
す
。 

      
 

 

城 

町
【し
ろ
ま
ち
】 

三
原
城
が
あ
っ
た
か
ら
！ 

三
原
城
、
本
丸
そ
し
て
二
の
丸
、
三
の
丸
の

あ
っ
た
位
置
に
つ
く
ら
れ
た
町
で
す
。
明
治
二

十
七
（
１
８
９
４
）
年
６
月
に
山
陽
本
線
の
開
通

に
よ
り
町
は
分
断
さ
れ
ま
し
た
が
、
城
を
中
心

と
し
た
地
名
で
、
現
在
も
当
時
の
石
垣
が
残
さ

れ
て
い
ま
す
。 

      

東 

町
【ひ
が
し
ま
ち
】 

三
原
城
の
東
だ
か
ら
！ 

和
久
原
（湧
原
）
川
の
三
角
州
上
に
、
天
正
一

〇
～
十
一
（
１
５
８
２
～
８
３
）
年
小
早
川
隆
景

に
よ
っ
て
開
か
れ
た
城
下
町
の
東
側
の
町
で
す
。

現
在
の
西
町
と
で
三
原
町
と
呼
ん
で
い
ま
し
た
。

今
で
も
、
寺
院
も
多
く
あ
り
城
下
町
と
し
て
の

歴
史
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。 

昭和 11 年頃 

み
は
ら
地
名
由
来
学 

新
連
載
企
画 

筆影山から

の市街地 
現 在 

 

  
  

    

西 

町
【に
し
ま
ち
】 

三
原
城
の
西
だ
か
ら
！ 

 

三
原
城
の
西
側
に
出
来
た
城
下
町
で
城
を
は

さ
ん
で
東
町
と
と
も
に
三
原
町
と
呼
ん
で
い
ま

し
た
。
恵
ヶ
谷
川
に
か
か
る
中
橋
を
中
心
に
、

東
側
を
橋
東
、
西
側
を
橋
西
、
南
側
を
新
町
と

し
ま
し
た
。
こ
の
町
に
も
小
路
が
多
く
、
今
で

も
そ
の
光
景
が
残
っ
て
い
ま
す
。
寺
院
が
多
く

あ
り
古
い
町
並
み
が
並
ん
で
い
ま
す
。 

     

今
月
号
か
ら
、
「
三
原
を
も
っ
と
知
ろ
う
」
と

い
う
こ
と
で
三
原
の
歴
史
、
地
形
や
人
々
の
暮

ら
し
な
ど
か
ら
「
地
名
」
が
付
け
ら
れ
て
い
る
こ

と
を
、
広
島
民
俗
学
会
理
事 

楪 

博
自
先
生

の
「
み
は
ら
み
て
あ
る
記
」
￤
町
名
考
＆
ふ
る
さ

と
歴
史
散
歩
￤
を
参
考
文
献
に
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。 

 

写
真
は
、
三
原
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
歴
史

民
族
資
料
館
よ
り
。 

皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。  

 
 

 
 

 
 

昭 和 初 期

の円一町 

明治 43 年頃

の海から見た

三原城 
昭和 18 年

頃の宮沖町

昭 和 初 期

西 の 宮 か

らの西町を

望む 

明治 40 年

頃の東町 
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